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論文の内容の要旨
ヒ素 (As)による土壌汚染は、わが留を含み世界的な問題であり、パングラデッシュにおいては、 Asを
含んだ1草蹴水利用による水田汚染をはじめとした広範菌な土壌汚染地が存在し、深刻な問題となっている。
化学物質による汚染土壌の修復については、多様な方法が研究・提案され、一部については、すでに実施さ
れているものもあり、近年は、環境負荷が少ないことから縞物を利用した修復(ファイトレメデーション)
が注目されている。As汚染土壌の修復についても、多方面から多くの研究が実施され、ファイトレメデーショ
ンに関する報告については、単に、植物による土壌から Asの除去能力にのみ着目されたものが大部分で、
土壌中における Asの存在様式や挙動と修復との関係については、不明のままとなっている。
本論文は、土壌中における As存在形態と植物による吸収のかかわりに着目し、雑草が多様な環境で生育
できる特性を持つことに注目し、イネ科雑草ヒメタイヌピ、工を供試し、イネとの比較を通して、ファイトレ
メデーションの可能性について解析したものである。
Asの吸収能など再植物の基本的な生理機能を把握するために、水耕実験を実施し、両植物はAsに対して
耐性であること、根部により溶液中から Asを吸収し、茎葉部へ移行させていることなどを認め、両植物は、
基本的な As汚染土壌修復能を有することを明らかにした。特性の異なる 2種類の土壌にAsを添加した汚
染土壌において雨植物を生育させたところ、いずれの土壌において、 As存在量が減少し、両植物のファイ
トレメデーション効果が見られたので、その修復の詳細について検討した。 As添加土壌においては、雨植
物体中に Asが存在し、土壌中に存在する Asが吸収されることを認めた。また、植物無生育土壌(対照区)
に比べ、イネ生育土壌においては Asの土壌水中濃度(溶存態As)が低下したことから、 j容存態Asの吸収
を通して、土壌中の As量が低下(除染)が生じたことが示された。ヒメタイヌピエ生育土壌においても、
植物吸収により除染されることが示されたが、イネの場合と異なり、吸着態量が低下して、対照区より溶存
態濃度が高くなった一方で、吸着態As量が減少していたことから、ヒメタイヌピエによる除染は、植物に
l吸収された溶存態Asよりも、より多くの量が、土壌面相から土壌水中へ脱着したものが、さらに吸収され
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て生じたものと想定された。こうした結果は、本雑草には、土壌国相からの土壌水中への税着を促進する作
用があることが想定された。また、 As汚染土壌に関するこうしたファイトレメデーション効果は、いずれ
も洛存態濃度と密接に関係し、砂壌土に比べて軽埴土で高く、畑地条件に比べて湛水条件で顕著であり、除
染における土壌間差が存在することを示した。
以上の結果より、ヒメタイヌビエおよびイネは、 As素汚染土壌修復の可能を可能性を有することがあき
らかにされた。
審査の結果の要旨
本論文は、 As汚染水の手IJ用に起因する水田汚染土壌の修復に関する基礎的知見を得ることを目的として
実施され、汚染土壌中における Asの存在形態と植物による吸収能のかかわりを中心として、土壌中におけ
るAsの挙動とファイトレメデーション能の関係について、実験室実験において基礎的側面から解析したも
ので、ヒメタイヌピ、エの雑草性に着目して、イネとの比較を通して修復能を検討している。両植物による
As 添加土壌からの Asの吸収による除染能を認め、また、土壌水中に溶存する Asが吸収されて生じること、
さらには、ヒメタイヌピエの場合には溶存態の吸収に伴い土壌題相から脱着が促進されることを見出すなど、
不明のままとなっていた土壌中における Asの存在形態と植物による吸収の関係を明らかにしたこと、さら
に、こうした除染様式が植物問あるいは土壌条件により異なること、また、ヒメタイヌピエには土壌題相に
吸着した Asを土壌水中へと脱着させていることを見出したことは、 As汚染土壌のファテトレメデーション
に関する基礎的情報を提供しているものとして、高く評価される。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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